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1． はじめに 
本稿は、平成 24（2012）年 7月 21日から 24日
まで、米国マサチューセッツ州ボストンで開催され
た AALL(American Association of Law Libraries:
米国法律図書館協会。以下、AALL と記載する)第
105 回年次大会（以下、大会と記載する）の参加報
告である。 
米国の図書館年鑑の一つである “American 
Library Directory”には、公立（Public）、学校
（School）、  高等教育機関（Academic）、専門
（Special）、と並んで法律（Law）と医学（Medical）
の図書館種項目が設けられている。米国の法律図書
館は、19 世紀以降1、弁護士会・法律事務所、州や
郡などの公的機関、ロースクール（法科大学院）な
ど多様な機関に設置され、世界の法律図書館のモデ
ルとなる独自の発展を遂げた2と評される。その活発
なサービス、運営を担うのがロー・ライブラリアン
である。 
AALL3は 1906 年に設立されたロー・ライブラリ
アンなどを会員とする団体である。会員に対して支
援とサービスを行うこと、法律図書館の価値を高め、
ロー・ライブラリアンシップの向上に寄与し、法情
報分野におけるリーダーシップを発揮することをそ
の活動の目的としている。会員数は 5,000人にのぼ
る。 
日本からの AALL 大会参加については、中川
（1987）4、門（1996）5、岡田（2008）6らが報告
を行っている。今回の参加あたっては岡田報告から
大いに示唆を受けた。本報告では、基本事項以外、
岡田報告との重複を避け、参加にあたっての準備・
手続きのプロセスと共に、ロー・ライブラリアンの
現況、大会の概要、また、参加したプログラム、ツ
アー等について記載する。大会のプログラム冊子、
会議録などは AALLのWebサイトで公開7されてい
る。 
 
1.1 AALLとロー・ライブラリアン 
AALL はロー・ライブラリアンを、法律事務所や
ロースクール、裁判所や政府組織、企業や団体の法
務部などの図書館で働く「法情報の専門家（legal 
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information professionals）」である8と位置付けてい
る。 
AALL『2009年会員調査』9によれば、会員はロー
スクールなど高等教育機関に勤務する者が 44.8%、
法律事務所や企業勤務が 34.3%、州、郡、裁判所な
どの公的機関勤務が 12.2%を占める。また、彼らの
職名（タイトル）のうち、最も多数を占めるのはレ
ファレンス、リサーチライブラリアンの 21.8%で、
次いで多いのが、館長、ディーン、チーフなどの管
理職 17.7%である。副館長や、分館長などの 11.1%
を併せると、30％近くを管理職が占める。他方、目
録 3.0％、整理業務 4.8％、コンピュータ・電子媒体 
担当 2.4％などは、いずれも少数に留まっている。
AALL は、このような会員の属性とニーズに沿いな
がら大会のプログラムを提供する。 
AALL の会員向けサービスのうち、大会は会員か
ら最も高い評価10を受けている。その理由の一つと
して、人と人との直接的な交流、情報交換に価値を
見出している点があげられる。会員は AALLが行う
専門教育の形式として、Webによるライブやアーカ
イブズのセミナーよりも“Face-to-face programs ”
を望んで11おり、大会はその代表的なプログラムな
のである。 
また、SIS (Special Interest Section) と呼ばれる
研究部会と、コーカス（Caucus）と呼ばれる親睦会
組織12の活動が人的交流の土台となっている。 
 
2． 大会への参加準備 
2.1 大会の参加手続きと費用 
 大会参加申込みの手続きは、AALLの Webサイト
上で行える。2012 年の参加費は、AALL 会員 620
ドル、非会員 870ドルであった。大会の約１ヶ月前
までに申し込むと 100ドルの割引がある。また、学
生、退職者は、大幅に低い金額設定（会員 200ドル、
非会員 250ドル）となっている。参加費の支払いは
いずれもクレジットカードでおこなえる。 
参加費には、大会全てのプログラムへの参加の権
利、プログラム冊子、プログラム記録へのアクセス
が含まれている。しかし、朝食、昼食つきの会議や
図書館・現地観光地などへのツアー、ワークショッ
プ参加には別途費用がかかる。大会中のホテル宿泊
費、交通費、滞在費などを含めると、米国国内から
でもかなりの出費である。しかし、『2011 年年次大
会参加者アンケート』13によれば、職場からの全額
援助を得ている者が 79％、一部援助を受けている者
が 15%で、ほぼ 9割の参加者が所属機関等の援助を
受けて大会に参加している。逆に言えば、参加者の
ほとんどは所属機関から援助を受けられるポストを
持っている者と言える。 
 
2.2 会員資格 
参加申込みを終えると、筆者には 1年間の学生会
員資格14が与えられた。会員資格を得ると、就職・
転職のためのキャリアセンターの利用の権利、年を
通しておこなわれる様々なプログラムへの参加の権
利、1908年発刊の協会誌“Law Library Journal”
をはじめとするAALL刊行物に初号からアクセスで
きる権利15が与えられ、一部は郵送される。また、
隔年実施される“Salary Survey（給与調査）”16に
もアクセスでき、PDF版がダウンロードできる。同
調査は AALL会員と会員以外のロー・ライブラリア
ンをも対象とした給与統計調査で、所属機関の属性、
役職、地域、勤務年数、教育歴などの多様な調査項
目を持っている。給与調査は職能団体にとって構成
員の待遇の指標となるため、AALL においても重要
な提供資料となっている。17 
AALL の Web サイトで略歴などの登録作業をお
こうと、大会参加までに会員としての活動ができる
よう配慮されていた。 
 
2.3 海外からの参加者に対する援助 
AALLの Webサイトには、海外からの参加者のた
めのページ“International Attendees”が設けられ
て い る 18 。 申 請 に よ り 、 FCIL-SIS(Foreign, 
Comparative and International Law Special 
Interest Section:外国法、国際比較法部会)のサポー
トを受ける事ができる。また、審査により AALLや
様々なSISから費用援助が受けられる制度19もある。 
大会 申込み後 、 AALL 、 FCIL-SIS、 IALL
（International Association of Law Libraries:国際
法律図書館協会）の連名で、レセプションパーティ
への招待状が届いた。海外からの参加者に対しての
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ケアの一環であろう。招待者リストによれば、カナ
ダ、アルゼンチン、英国、イタリア、ノルウェー、
オーストラリアなどから大会参加者があったようで
ある。なお、在米の日本人ライブラリアンを除き、
日本からの 2012年大会参加者は筆者のみであった。 
 
2.4 大会概要とスケジュール調整 
2.4.1 大会プログラム 
1906 年の第１回大会以降、大会開催期間は 3～9
日と固定されていなかったが、1970 年以降は 4～6
日が中心となり、1990 年代には 6日となった。20そ
の後、2003年に 5日、2007年に 4日に短縮され、
現在に至っている。 
今大会では、4日間に約 340ものプログラムが用
意されていた。概ね、プログラムは５つの種類に分
けられる。オープニングレセプションや、オープン
フォーラム、基調講演など AALLが全体向けにおこ
なうイベント（AALL Events:27件）、大会のメイン
となる教育プログラム（Programs:109 件）、AALL
の各委員会や SIS、コーカスなどのグループがおこ
なうミーティング（Meetings & Functions:187件）、
図書館ツアーや現地の観光を兼ねた小旅行などのア
ミューズメント企画（Tours & Excursions:12件）、
展示ホールでのイベント（Exhibit Hall Events）で
ある。 
また、大会開始前には実務研修に近いワークショ
ップがおこなわれる。その参加には大会参加費とは
別費用（100から 225ドル）が必要である。 
 
2.4.2 スケジュールを組む 
大会 1ヶ月前には、教育プログラムの内容が発表
され、大会前には予稿（配布資料）が Web上で公開
され、ダウンロード・印刷ができる。これらの多く
は事前申込不要であるが、教育プログラムに効率的
に参加するため、事前に興味あるプログラムをあら
かじめ選択しておき、大会中のスケジュールを立て
る。大会用スケジュール Web上に参加予定を書き込
むことができ、誰がどのイベントに参加予定である
かが一覧できる。 
また、大会プログラムの図書館ツアーは教育プロ
グラムなどと重なる事も多く、現地観光や近隣の図
書館見学などのスケジュールを組むためには、大会
前後に滞在日数を確保することが望ましい。21 
 
2.4.3 参加準備 
大会申込み後、事務局担当者から登録情報確認、
滞在ホテルの手配確認などたくさんのメールを受け
取る。その上、現地の気候、レセプションや会議で
はどんな服装が望ましいか、十分なネームカード（名
刺）枚数の準備、参加スケジュールの立て方、健康
への留意などの注意事項が含まれている。これらは
参加者、特に初めて参加する者にとって有用な情報
であり、行き届いた配慮と言える。 
今回の渡米では、大会参加と併せて図書館訪問、
資料調査とライブラリアンへのインタビューを併せ
ておこなうことを目的としていたため、見学や調査
に協力頂く図書館やライブラリアンへの連絡、スケ
ジュール確認と共に、事前質問票を送るなどの準備
を別途おこなった。このほか、自身の研究内容をま
とめたハンドアウト、ロー・ライブラリアンへの質
問票を作成した。海外図書館は所属する大学図書館
からの紹介状が必ずしも必要でない場合もあるが、
今回は大阪市立大学学術情報総合センター館長名で
紹介状を作成頂き、先方へ送る事ができた。これら
海外図書館への訪問準備については江上（2005）22な
どを参考とした。また、訪問先ライブラリアンへは、
知己を通じて紹介を頂くなどの協力を得た。 
準備期間はあっという間に過ぎ、  “AALL 
Spectrum” 大会特別号が郵送されてくると、慌た
だしく渡米となった。 
 
3． AALL年次大会 
3.1 会場に到着する 
2012 年大会の大会テーマは、“learn, connect, 
grow（学ぶ、つながる、成長する）”23で、参加者は
約 1800 人であった。会場であるハインズコンベン
ションセンターに到着し、受付を終えると、プログ
ラム冊子、大会ロゴが印刷されたカバン、オプショ
ンとして申込んだ食事つきミーティングやツアーの
参加チケットと、氏名、所属などが書かれた参加者
証、“First-Time Attendee（初参加者）”と書かれた
白いリボンを渡された。参加者証につけるリボンの
色や形には、各種委員や発表者、ボランティア、ス
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タッフなどの意味がある。自己紹介の際、参加者達
に白いリボンをみせると、歓迎のリアクションが返
ってきた。 
大会中には大会の様子を取材した新聞が発行され、
大会指定ホテル宿泊者には毎朝届けられ、Webでも
提供される。2012年のタイトルは“The Hub”であ
った。 
 
写真 1 大会会場ハインズコンベンションセンター入口  
 
3.2 参加プログラムから 
大会では、英国 Strathclyde 大学ロースクールの
Richard Susskind教授による基調講演“Tomorrow’s 
Legal Marketplace（次代の法律市場）”などの全体
プログラムを含め、20件ほどの様々なプログラムに
参加した。そのうちの教育プログラム、ミーティン
グ、ラウンドテーブルなどについて紹介する。 
 
3.2.1 教育プログラム 
大会の中心となるのが、教育プログラムである。
教育プログラムは、会期中の 3日間の午前、午後に
各 2つのプログラムが複数会場でおこなわれる。そ
の概要はあらかじめ大会 Webサイト公開され、プロ
グラムのレベル、主題、テーマ、対象となる参加者
の属性、アウトカムが明示されている。主題は、図
書館経営、IT、教育、利用者サービス、テクニカル
サービス、全体プログラムの 6つに分類されていた。
リーガルリサーチなど利用者サービスに関する内容
が最も多く、次いで図書館経営や ITの新しい技術に
関するものが多かった。 
具体的には、米国の法令解説や特定の法律図書館
種によるサービス、著名なロー・ライブラリアンの
一人であるモリス・コーエン研究などのテーマがあ
る一方で、マーケティング、利用者の検索行動の分
析やリサーチの可視化、リーガルリサーチにポップ
カルチャーを取り入れた手法、デジタルアーカイブ、
主題（法学）機関リポジトリ、RDA（Resource 
Description and Access）、電子図書、iPadや SNS
を利用したサービスなどが並んだ。法律分野に特化
した内容と共に、図書館情報学、情報学、教育学、
情報機器、情報サービスなどの最新の動向や研究成
果を取り入れた内容が多くを占めた。それらは日本
の図書館運営にも大いに参考となるものである。 
発表者はAALL会員のライブラリアンが中心であ
るが、OCLC （Online Computer Library Center）、
LC（Library of Congress：米国議会図書館）、ライ
ブラリースクール（図書館情報学大学院）24などの
関連機関からも登壇があった。多くの発表者は洗練
されたプレゼンテーションをおこなっており、その
手法も参考となった。中には参加者との対話を交え
たもの、「カフェ」の名を冠したワークショップ形式
もみられた。 
 
3.2.2 ミーティング 
ミーティングは、SIS、コーカス、各種委員会など
の組織単位でおこなわれ、参加者が限定されるもの、
申し込めば参加可能なものにわけられる。参加した
オープンな SISビジネスミーティングでは、年間活
動報告、会計報告などの後、SIS 活動の貢献者表彰
などがおこなわれた。比較的少人数の規模の SISや
コーカスは、家族的な雰囲気である。 
朝食や昼食をとりながらのミーティングは、参加
者同士が気軽に情報交換をおこなう機会となってい
る。アジアン・コーカス（Asian-American Law 
Librarians Caucus）のランチミーティングでは、中
国、韓国、ベトナムなどのアジアンアメリカンのロ
ー・ライブラリアン達と交流を持つことができた。 
CS（Computer Service:コンピュータ・サービス）
-SISのビジネスミーティングでは、隣り合わせたシ
ステム・ライブラリアンと日本のリポジトリ事情に
ついて話す機会があった。 
限られた時間の中でのやり取りであったが、海外
の状況に興味を持つロー・ライブラリアン達にとっ
81 
 
ても日本の図書館事情は知られていないという印象
を持った。このような場を通じて、ささやかではあ
るが日本の事情を説明できる機会を持つことも必要
ではないだろうか。 
 
3.2.3 ラウンドテーブル 
大会中、最も印象深かったのがラウンドテーブル
である。ラウンドテーブルは、テーマが決められた
テーブルに自由に参加し、数人から十人程度の参加
者同士が平等に意見を交換し、ファシリテータが議
論をまとめ、発表する、という形式ですすめられる。 
ALL（Academic Law Libraries:学術法律図書館）
-SIS と、FCIL-SISが主催するリーガルリサーチに
関するラウンドテーブルに参加した。参加者の多く
はロースクール・ライブラリーの利用者サービス・
教育担当ライブラリアンで、講師（Lecture）のタイ
トルを持つ者も多かった。ファシリテータはあらか
じめ経験豊富なSISメンバーから選出されている。 
ALL-SIS では、「ライブラリースクールでリーガ
ルリサーチを教える」テーマのグループに参加した。
ALA（American Library Association：米国図書館
協会）認定ライブラリースクールでは、AALL と連
携し、‘ Law Librarianship/Legal Information 
Services’（法律図書館学／法情報サービス）の授業
が開講されている。25 
参加者は講師としてライブラリースクールの生徒
達にリーガルリサーチを教えていた。限られた時間
の中で、各自が現在の問題点を次々と述べ、それぞ
れにコメントを述べてゆく。初めに議論となったの
は、無料でアクセス可能な情報源についてである。
商用法情報データベースは優れているが、生徒達に
使い方を教えても、高額のため法律図書館以外の多
くの図書館では利用することができない。法律図書
館に就職しない生徒達が多いため、無料で使えるリ
ソースでどこまで教えられるかが課題となっていた。
それらは商用データベースに比べれば、2 次情報や
サイテ―ションの質の違いなどの問題点があり、そ
れゆえ、代替できる新しい情報源、より良い情報源
を見つける事が不可欠とのことであった。 
商用データベースが使えない事から生じる困難は、
資金が不足しがちな一人で開業している弁護士（ソ
ロ・ローヤー）などにとっても切実な問題であると
いう。この問題は日本の公共図書館、弁護士事務所
でも同じ状況が当てはまる。 
そのほか、効果的な授業方法として、法律出版社
創立の歴史的経緯の説明、予習資料（アサインメン
ト）の重視などの報告があった。 
そのほか、プレゼンテーションソフトの多用によ
るロースクール生における法的プロセスの説明力後
退などの利用者の変容についての議論、また、ライ
ブラリースクールの就職状況などにも言及があり、
短時間で密度の濃いやり取りが続いた。 
日米の図書館、図書館員には様々な制度の違いは
あるが、情報源や利用者の変容についての問題点な
ど、現場の状況を含めリアルな声を聞く有意義な機
会となった。 
 
3.3 展示ホール 
3.3.1 企業連携 
展示ホールには、約 100のブースが出展しており、
大規模データベース企業から小規模のレアブック専
門店までにぎわいをみせていた。初出店のブースに
は、参加者と同じく“First-Time Attendee”のリボ
ンが貼られている。ホールはオープニングレセプシ
ョンにも使用され、食事と飲み物（レセプションで
はアルコールも）が供された。 
教育プログラムのスケジュールには、昼休憩とは
別に午前 30分、午後 1時間の休憩時間が設定されて
おり、その時間帯に展示ホールでコーヒー、レモネ
ードなどの飲み物、ケーキや果物、アイスクリーム
など毎回違った「おやつ」が供される。参加者が展
示ホールに足を運び、企業ブースに顔を出しやすい
ようスケジュールが組まれているのである。出展企
業側とのバランスを取りながらの大会運営であろう。
いくつかの巨大企業ベンダーブースでは、新サービ
スのデモンストレーション、データベース講習会、
プロによる似顔絵作成など工夫をこらしたイベント 
がおこなわれる。 
インターネットを利用できる PC ブースや、教育
プログラムのハンドアウトが印刷できるコーナー
（いずれも無料）があるなど、参加者が必要とする
設備がしつらえてある。このような充実した環境が
提供される大会は、協賛企業の寄付が不可欠であり、
会場内各所にスポンサー企業への謝辞が掲示されて
いた。その一方で、AALL は企業との関係がアンチ
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トラスト法に抵触しないかに配慮した“Vendor 
Relations”26を公開している。 
 
3.3.2 メンタープログラム 
ホール内には企業のほかに、会員によるポスター
セッションコーナーや、AALL のコーナーが設置さ
れている。SIS やコーカスなどのグループは、テー
ブルを出し、活動内容のアピール、入会案内などを
おこなう。なかでもひときわ大きなスペースを取っ
ていたのが、メンターブースである。 
AALL のメンタープログラム27は、能力開発委員
会が会員に対して提供する人材育成プログラムの一
つである。 
メンティ（指導をあおぐ人）は、経験豊富なメン
ター（導く人）からキャリアパス、専門知識などに
対する助言を得て、ライブラリアンとしてのキャリ
アを形成し、様々な関係性を築いてゆく。メンティ
には、キャリアを始めたばかりの人、一定程度の経
験のある人、別の図書館や他の業種でのキャリアを
希望する人などが想定されている。メンターは
AALL のメンバーがボランティアでつとめている。
メンタープログラムに参加するメンターとメンティ
は、AALLのWebページで自身の業務歴や活動歴な
どのデータを入力し、登録をおこなう。メンター、
メンティともにデータ検索ができ、オンライン上で
マッチング（お見合い）をおこなう。マッチングを
終えたメンターとメンティはそれぞれがコンタクト
を取りあうことになっているが、大会は両者が直接
会うための格好の場となっている。 
 
3.4 ハーバードロースクールライブラリ
ーツアー 
ツアープログラムのうち、ハーバードロースクー
ルライブラリー（Harvard Law School Library）ツ
アーに参加した。1グループ 40人ほどが大型バスで
大会会場から移動し、約 1時間で図書館内をめぐる
駆け足のツアーである。28 
ハーバードロースクールは、大会会場のあるボス
トンから車で 15 分ほどのケンブリッジにあり、ハ
ーバード大学キャンパスの西側に位置している。ラ
イブラリ 2ー9は、1817年のロースクールの創設と共
に設置され、学術法律図書館としては米国最大の蔵
書冊数約 220万冊を誇る。ロースクール生約 1,700
名に対して、職員数は約 80名である。職員にはライ
ブラリアンのほか、管理担当者、学芸員、Web技術
者、統計分析の専門家、アシスタントなども含む。
ライブラリアンは教員サービス、レファレンス、コ
レクション構築、国際法、各国法、デジタルなど専
門に応じた職名（タイトル）を持っている。 
中庭の木立の中、南北に長くひときわ巨大で白い
石造りの建物が 1906 年に建てられたラングデルホ
ール（ライブラリー）である。担当者の説明を受け
ながら、地下 1階から 4階までを回った。1階は、
磁気カード用入館システムとブックディデクション
が設置されたゲート、貸出カウンター、印刷機器の
揃った PCルーム、2階、3階には教員研究室、飲食
可能な共同学習室、4 階にはレファレンスカウンタ
ー、壮麗な大閲覧室（ラングデルリーディングルー
ム）と、Caspersen Room（貴重書と歴代ディーン
の机と椅子などの展示室）、Historical & Special 
Collections Readeing Room（貴重書、手稿、アーカ
イブズ資料、美術資料などの閲覧室）がある。地下
1 階は整理部門を中心とするオフィスで、通常はス
タッフしか入る事ができない。 
館内には代々のディーン（ロースクール長）をは
じめとする肖像画や絵画、彫刻がいたるところに飾
られ、チェス盤まで置かれている。1996年から 1年
余をかけて大改修がおこなわれており、歴史的建造
物の中に PCルーム、情報コンセント、無線 LANな
ど最新のデジタル設備を擁している。図書館内のゾ
ーニングに合わせてソファ、個人用キャレル、長机
など 700の閲覧席が配置されている。 
ハーバード大学では、2009年 11月に図書館業務
改革にむけた勧告が公表30され、約 70もの図書館を
5つのグループにわけ、共同化をおこない、2012年
には新組織体制での業務をスタートさせた。 
中でもロースクールライブラリーは、2009年以降、
John Palfrey 館 長 が 提 唱 し た独 自 の 改革
‘Reorganization’31に取り組んでいる。「利用者、
特に教員へのサービスの充実」、「最高のデジタル環
境の提供」、「ロースクールのカリキュラム改革への
参画」の 3つの戦略を具体化するための 4つのコア
サービスを明示し、組織再編を行っている。図書館
のデジタル化を一括しておこなえるラボを館内に作
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るなど、“Era of Digital-Plus”32（デジタルプラス
時代）に対応すべくサービスがおこなわれている。 
 
3.5 大会の終了そして継続 
大会プログラムには、クジラ見学、カラオケなど
のアミューズメント企画も数多く用意されている。
様々なパーティやベンダー主催のにぎやかなダンス
パーティなども開催され、年に一度のお祭りの要素
も垣間見えた。教育プログラム終了後、参加者達は
三々五々帰路につく。大会開催中には、既に次年の
テーマ、開催地などが決定しており、申込みが行え
るブースが設置されている。継続した参加を促すた
めである。このような大きな大会実施には早くから
の準備が不可欠であることも伺えた。大会は一回性
のものではなく、継続が前提なのである。また、大
会終了後、プログラムのハンドアウト、記録音声、
映像（一部）は、AALL ラーニングセンターのコン
テンツとして提供される。33 
2013年のテーマは、“Rethink your value（自身
の価値の再考）”。大会新聞名は “Sound Off（注意
報）”であるという。図書館をめぐる厳しさを表すよ
うな言葉が並び、AALLの危機感も感じられる。 
 
4． 考察 
4.1 海外図書館大会等への参加の意義 
AALL のような海外図書館団体の大会等への参加
は、それ自体が研鑽・研修の機会であるが、図書館
員、または図書館に関わる人々にとってどのような
意義があるのであろうか。 
平成 18年、文部科学省は『学術情報基盤の今後の
在り方について（報告）』「学術情報基盤としての大
学図書館等の今後の整備の在り方について」34をま
とめ、「国際性豊かな高度の専門知識と経験を持つ図
書館職員の存在」の重要性を述べ、国際性に対応し、
広い視野を得るための方法の一つとして海外研修を
あげている。 
長期の海外研修は参加には、所属機関推薦など
様々な要件が科せられる場合があるが35、AALL の
ような大会への参加であれば、個人でも参加が可能
であり、そのハードルはずいぶん低くなる。費用負
担に関しても、申請により国内団体から援助を受け
られる制度36もある。 
岡田37は、図書館員が海外の大規模な国際会議・
学会や大会に参加する意義を 3点挙げている。 
(1) 交流（業務上有効なネットワークを広げられ
ること）、(2) 学習（最新情報の入手ができること）、
(3) キャリアアップ（会議の参加自体が自らのキャ
リアとしてアピールできること）、である。 
これに、(4) 客観性の確保（広い視野、日本の現
状を客観的に捉える視点を養えること）、(5) 発信
（日本の情報を提供、発信できること）を加えた 5
点を参加の意義として述べたい。 
“Face-to-face”の価値を実感するには、その場に
立ち会わなければならないのである。プログラム内
容だけでなく、運営手法、そして参加者との交流か
らも得るものは大きい。また、「日本の図書館員はも
っと国際会議などの場に出て、プレゼンテーション
をするなどしてアピール」すべきと海外からの要請
38もある。プレゼンテーション以外にもポスターセ
ッションや、小グループ内での報告、情報提供など
も発信とみなすことができるであろう。 
 
4.2 経験の共有 
大会開始前日、ボストン美術館の隣の駅にあるノ
ースイースタン（Northeastern）大学の Snell 
Library39とLaw Libraryを見学した。同大学は1898
年に設立され、学生数約 16,000人、人文、社会、自
然科学の学部と研究科が９つある総合大学である。
Snell Libraryでは、研究と教育担当（Research and 
Instruction）ライブラリアンである Roxanne 
Palmatier 氏40に館内を案内して頂いた。Snell 
Libraryでの見学を終え、徒歩で Law Libraryに向
かう際、Palmatier氏は筆者に付き添い、送り届け、
担当者に引き渡した。それは『いま求められる図書
館員』41に描かれた、日本の大学キャンパス内の図
書館から次の図書館へ利用者を送り届ける光景を彷
彿とさせた。Palmatier 氏のプロフェッションとし
ての振る舞い、思いやりに溢れた言葉、行動は、優
れたライブラリアンのサービス姿勢が国を超えて共
通する事を教えてくれた。大会に参加し、見学の機
会を持たなければ、得られなかった感銘である。 
森有正によれば、経験とは「何かを学んでそれを
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知り、それを自分のものとする」のとは異なり、「あ
る根本的な発見があって、それに伴って、ものを見
る目そのものが変化し、また見たものの意味が全く
新しくなり、全体のペルスペクティーヴが明晰にな
ってくること」42であるという。 
海外図書館団体大会等への参加は、目的を整理し、
計画、準備するそのプロセスを含めて、単なる体験
ではなく経験と成り得る。AALL だけでなく、米国
だけでなく、実績ある図書館団体、学会は数多くあ
り、自らの興味と目的によって、参加すべき大会が
選択されるべきであろう。目的を明確にした上での
参加はより意義あるものとなるはずである。そして、
様々なグローバル化が声高に言われる現在、このよ
うな大会への参加は特別なことではない。多くの図
書館員、そして今後興味を持つ誰かと共有すべきも
のである。 
筆者の AALLの参加も、多くの先達の実践とその
記録や紹介、発信がなくては叶わなかった。本稿が
これまでの先達から渡されたバトンを次につなぎ、
そしてこれからの経験の橋渡しとなれば幸いである。 
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